
麻雀の
基本的な戦術

麻雀を教えるとき用資料02

麻雀でそこそこ上がれるようになるまで



麻雀とは？（おさらい）

• 4人で行うゲーム（全員が敵）
• 34種類136枚の牌を用いて行う
• 14枚の手牌を3,3,3,3,2の組み合わせにしたらアガリ
•牌を一番速くアガリの形にした人が点数をもらえる
•親が２周するまで繰り返し、最終的に点数が多い人が勝ち

→詳細は第1回動画を参照



麻雀を実際にやってみてのよくある感想

•何から切っていいかよくわからない・・
•なかなかリーチできない。相手のリーチが早い・・
•リーチはできたけど、他の人に上がられてしまう・・

こんなところが多いのではないでしょうか？

→今回は、もっとアガれるようになるためのコツを解説
（ロンされてしまう問題は次回以降に解説します）



牌効率を身につけよう

•麻雀では、アガリのための切り方のセオリーがある
•これを「牌効率（はいこうりつ）」という
•牌効率の基本は「確率的に正しい打ち方」をすること

＞
の2種類を受けられる の1種類しか受けられない

弱い・・強い！



アガリにはまず５ブロック作る

•アガリは３枚セット4組と２枚セット1組の計５ブロックが必要
•まずは２枚×５ブロックを作り、それをメンツとアタマに育てる



孤立牌の優劣：２枚組の作りやすさ

•字牌・・・同じ牌を引いてくるしかない
•１、９牌・・１の場合、１２３で２枚組になれる
•２、８牌・・２の場合、１２３４で２枚組になれる
•３〜７牌・・３の場合、１２３４５で２枚組になれる

→ 字牌 < 1,9牌 < 2,8牌 < 3〜7牌の順で重要！



２枚組（ターツ）の優劣
ターツ名 形 例 説明

ペンチャン １２、８９
など端から伸びた形

1種４枚で両面変化なし
基本的には最弱

カンチャン １３、２４、３５
など間を待つ形

1種４枚
（両面変化あり）

対子（トイツ） 同じ牌２枚 2種４枚
（片方がアタマになる）

両面 ２３、５６
など両手を広げた形 2種８枚で一番多い！

これらの複合形もあります。
例えば右のはリャンカン形と言います。

弱い

強い

普通

普通



待ちの優劣

•リーチをかけたときの待ちが強いほど勝率が上がる
•なるべく両面待ちが残るように手を作ると強い！
•余力があったら場に見えている枚数にも着目してみよう！

例えばこんな手はピンズの３を切るのが定石。マンズの446の
形が先に埋まれば、テンパイしたときに両面が残るため！



牌効率早見表！この順番できろう！

• 孤立牌は
字牌→1,9→2,8の順
• まず３枚のもとを
５ブロックを作る
• ６ブロックできたら
ペンチャンかシャボ待ち
を切る
• 両面待ちでリーチする
と勝てる確率が高い！



実際にやってみよう序盤①

何切る？



序盤は字牌を切る！

これ切る！

まずは孤立した字牌を切る！
→白か中をきろう！（どっちでも良い）

ここ！



実際にやってみよう序盤②

何切る？

今度は字牌が複数ある・・
こんなときは自分の役牌を確認しよう。



役がつかない字牌からきる！

これ切る
役牌は２枚になるとポンできる
役牌でない牌は２枚になっても役がつかないので切る

役牌はここを見て判断

こいつらはいつも役牌



役牌が出たらポンしよう！

これ鳴く！

役牌は３枚集めるとそれだけで役がつきます。
出たらポンしましょう！（１枚目で鳴こう！）

↑役牌を鳴いた後は、この辺も鳴いてOK（チー）



実際にやってみよう②

字牌が無くなった！
次はどうする？

ヒント：字牌が無くなったら字牌以外の孤立牌を切ろ
う！
２枚組になっていない牌は2種類あるが・・・？



実際にやってみよう②

字牌が無くなった！
次は孤立牌！
（１,9→2,8→3〜7）

孤立した牌を切ろう！
→２ピンと５ピンだと3~7の方が偉いので、2ピンを切る

ここ！

これ切る！



実際にやってみよう！③

かなりごちゃっと
してきました・・
何切る？

ヒント：２枚セットがたくさんあるときは、一番弱いセット（ブロック）を
切る
→萬子13、889、筒子88、ソウズ112、45、79で６組あるが・・



実際にやってみよう！③

６セットになったら
ペンチャン待ちか
シャボ待ちを切る

アガリには、3枚×4セット+２枚×1セットで５セット（ブロック）
で良い。１セット余るので、萬子889、筒子88、ソウズ112の
どれかを切ろう！（889,112はペンチャンとシャボ待ちの複合系）

ここ！
ここ！



５ブロックができたら後は整える

３枚組ができたら
入らなかった方を
きる！

ピンズの788は6,8,9のどれかがくれば３枚組になれるパターン
→今回は８が来て３枚になったので７は不要に！



同じ牌２枚のアタマは必ず必要！

一向聴になったら
アタマを固定しよう

あと１枚でリーチができる状態を一向聴（イーシャンテン）という
イーシャンテンでは、アタマ（同じ牌２枚）を確定させるのが大事！

↑4を切っても頭は固定できるが両面待ちになりそうな445を残す！



聴牌したらリーチ！

ソウズの５
を切って聴牌！

鳴かずに聴牌したら基本はリーチ！
ただし、残り山が３枚以下の場合リーチをかけられないため、今回はノー
リーチ
（リーチには残りツモ番が1回以上必要）



待ちはなるべく両面に！

両面＞シャボ待ち
=カンチャン
=ペンチャン>単騎

聴牌の勝率は、待ちの枚数で決まります。
両面待ちは最大2種８枚で最強！なるべく両面待ちを選ぼう！
（間を待つカンチャン待ちは最大４枚、両面にすると待ちが2倍に！）



両面待ちよりも強い待ち（レア）

待ちが3種類以上ある待ちを多面張（ためんちゃん）と言う。
待ちが増えると難しくなりますが、雀魂では待ちの補助機能がある

•以下の形は待ちが3種類あってすごく強い！残ったらラッキー

•左はソウズの１４７待ち。右はマンズの５７８待ち



まとめ

•序盤：まずは孤立牌を切りながら、
3,3,3,3,2のセットの種を５ブロックを作る

•中盤：５ブロックができたら形を整えていく
６ブロックある場合は、一番弱いブロックを切る

•終盤：イーシャンテンになったらアタマを固定する
両面待ちになりやすいように弱い形をフォローする

•その他：役牌が出たらポンする！
役牌をポンした後は他の部分もポンやチーして良い

これも
参考に

→



参考：ブロックが足りないとき

•ブロックが５つ作れないときは、以下の形がおすすめ！

両面待ち２ブロックを作ることができる！



終わりに

•牌効率は実践の中でも学んでいきましょう
•効率よく学びたい人は「何切る本」がおすすめ
•ウザク本（白）を購入しよう！

※他のウザク本は難しいので注意！
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